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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】竹集成材から成る柱部材、梁部材等の建築構造 
材、建築構造及びそれらを使用する建築物を提供する。
【解決手段】竹集成材から成る柱部材１００は、正方形 
断面を呈する４本の長杆状部材１１１から構成される中 
間柱部材１１０と、十字状断面を呈する１本の短杆状部 
材１２１から構成される補強芯部材１２０と、から構成 
される。竹集成材から成る梁部材２００は、長方形断面 
を呈する３枚の平板状部材２１１，２１２から構成され 
る連結梁部材２１０と、長方形断面を呈する２枚の平板 
状部材２２１から構成される中間梁部材２２０と、から 
構成される。柱部材１００と梁部材２００とを前後左右 
に連結し、柱部材１００を基礎３００に設置し、さらに 
、柱部材１００間に壁パネルを連結、設置し、梁部材２ 
００上に屋根材を設置して、東屋、日陰棚等として使用 
できる建築物を構成する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
竹 集 成 材 か ら 成 る 柱 部 材 で あ っ て 、 前 記 柱 部 材 は 、 正 方 形 断 面 を 呈 す る ４ 本 の 長 杆 状 部 材  
か ら 構 成 さ れ る 中 間 柱 部 材 と 、 十 字 状 断 面 を 呈 す る １ 本 の 短 杆 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 補 強  
芯 部 材 と 、 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 材 。
【 請 求 項 ２ 】
竹 集 成 材 か ら 成 る 梁 部 材 で あ っ て 、 前 記 梁 部 材 は 、 長 方 形 断 面 を 呈 す る ３ 枚 の 平 板 状 部 材  
か ら 構 成 さ れ る 連 結 梁 部 材 と 、 長 方 形 断 面 を 呈 す る ２ 枚 の 平 板 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 中 間  
梁 部 材 と 、 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 材 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 部 材 と 請 求 項 ２ に 記 載 の 梁 部 材 と を 使 用 し 、 前 記 中 間 柱 部 材 の 上 端 部  
と 前 記 連 結 梁 部 材 の 中 間 部 と を 接 合 さ せ 、 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 し て 、 柱 梁 接 合 構 造 を 構  
成 し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 部 材 と 請 求 項 ２ に 記 載 の 梁 部 材 と を 使 用 し 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材  
と を 前 後 左 右 に 連 結 し て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 し 、 さ ら に 、 前 記 柱 部 材  
を 基 礎 に 設 置 し て 、 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 柱 部 材 と 請 求 項 ２ に 記 載 の 梁 部 材 と を 使 用 し 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材  
と を 前 後 左 右 に 連 結 し て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 し 、 さ ら に 、 前 記 柱 部 材  
を 基 礎 に 設 置 し 、 前 記 柱 部 材 間 に 壁 パ ネ ル を 連 結 、 設 置 し 、 前 記 梁 部 材 上 に 屋 根 材 を 設 置  
し て 、 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 建 築 物 は 、 東 屋 又 は 日 陰 棚 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 建 築 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 柱 、 梁 、 根 太 等 の 建 築 構 造 材 、 そ れ ら を 組 み 合 わ せ た 建 築  
構 造 、 及 び 、 そ れ ら 建 築 構 造 材 、 建 築 構 造 を 使 用 し た 建 築 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 公 園 、 庭 園 、 展 示 会 場 、 ス ポ ー ツ 施 設 等 の 比 較 的 広 い 屋 外 空 間 に お い て は 、 そ の  
利 用 者 が 適 時 周 囲 を 眺 望 し 、 又 は 休 憩 す る た め に 、 東 屋 、 日 陰 棚 （ パ ー ゴ ラ ） 等 の 建 築 物  
が 設 置 さ れ て い る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 建 築 物 は 、 簡 単 に 組 立 て る こ と が で き る と 共 に 、 簡 単 に 解 体 し 、 撤 去 で き る よ う  
に 、 又 、 そ の 周 囲 環 境 と 適 合 す る と 共 に 、 利 用 者 の 精 神 衛 生 面 を 考 慮 し て 、 木 材 か ら 成 る  
建 築 物 と す る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 最 近 で は 、 山 林 、 森 林 等 に お け る 樹 木 を 大 量 に 伐 採 し 、 木 材 と し て 使 用 し た た  
め に 、 植 林 に よ る 樹 木 の 生 長 が 間 に 合 わ ず 、 木 材 資 源 が 激 減 し 、 枯 渇 す る 恐 れ も あ る と い  
う 事 情 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 で 、 従 来 、 建 築 材 料 と し て 竹 材 が 使 用 さ れ る こ と は 少 な く 、 山 林 、 森 林 等 の 周 辺 の  
竹 林 が 放 置 さ れ て い る か 、 何 等 使 用 さ れ ず 伐 採 さ れ る こ と も 多 く 、 竹 材 資 源 は 有 効 に 利 用  
さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 竹 材 資 源 を 有 効 活 用 す る た め に 、 竹 を 薄 肉 矩 形 状 の 竹 片 に 分 割 し 、 複 数 の 竹 片  
を 積 層 、 圧 着 し て 、 竹 集 成 材 を 製 造 し 、 こ れ ら 竹 集 成 材 を さ ら に 結 合 、 接 着 し て 、 床 、 壁  
等 の 建 築 構 造 材 と し て 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び ３ を 参 照 ） 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ５ ４ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ １ ２ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ５ ７ ７ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 及 び ３ に 記 載 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 は 、 平 板 材 料 か ら  
構 成 す る 床 、 壁 部 材 と し て 使 用 す る も の で あ っ て 、 大 き な 圧 縮 力 、 剪 断 力 が 負 荷 さ れ る 杆  
状 材 料 か ら 構 成 す る 柱 、 梁 部 材 と し て 使 用 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 為 さ れ た も の で あ っ て 、 竹 集 成 材 か ら 成  
る 建 築 構 造 材 で あ っ て 、 特 に 、 大 き な 圧 縮 力 、 剪 断 力 が 負 荷 さ れ る 杆 状 材 料 か ら 構 成 す る  
柱 、 梁 部 材 等 の 建 築 構 造 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 こ れ ら 建 築 構 造 材 を 組 み 合 わ せ た 建 築 構 造 、 及 び 、 そ れ ら 建 築 構 造 材 、 建 築 構 造 を  
使 用 し た 建 築 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 建 築 構 造 材 は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 柱 部 材 で あ っ て 、 前  
記 柱 部 材 は 、 正 方 形 断 面 を 呈 す る ４ 本 の 長 杆 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 中 間 柱 部 材 と 、 十 字 状  
断 面 を 呈 す る １ 本 の 短 杆 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 補 強 芯 部 材 と 、 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 本 発 明 の 建 築 構 造 材 は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 梁 部 材 で あ っ て 、 前 記 梁 部 材 は 、 長 方 形 断  
面 を 呈 す る ３ 枚 の 平 板 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 連 結 梁 部 材 と 、 長 方 形 断 面 を 呈 す る ２ 枚 の 平  
板 状 部 材 か ら 構 成 さ れ る 中 間 梁 部 材 と 、 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
又 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 建 築 構 造 は 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材 と は 、 前 記  
中 間 柱 部 材 の 上 端 部 と 前 記 連 結 梁 部 材 の 中 間 部 と を 接 合 さ せ 、 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 し て  
、 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 建 築 物 は 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材 と を 使 用  
し 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材 と を 前 後 左 右 に 連 結 し て 、 前 記 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 し 、 さ ら  
に 、 前 記 柱 部 材 を 基 礎 に 設 置 し て 、 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 本 発 明 の 建 築 物 は 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材 と を 使 用 し 、 前 記 柱 部 材 と 前 記 梁 部 材 と  
を 前 後 左 右 に 連 結 し て 、 前 記 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 し 、 さ ら に 、 前 記 柱 部 材 を 基 礎 に 設 置 し  
、 前 記 柱 部 材 間 に 壁 パ ネ ル を 連 結 、 設 置 し 、 前 記 梁 部 材 上 に 屋 根 材 を 設 置 し て 、 構 成 し た  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 前 記 建 築 物 は 、 東 屋 又 は 日 陰 棚 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 建 築 構 造 材 に よ れ ば 、 大 き な 圧 縮 力 、 剪 断 力 が 負 荷 さ れ る 長 杆 状 材 料 か ら 構 成 す  
る 柱 、 梁 部 材 等 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 本 発 明 の 建 築 構 造 に よ れ ば 、 上 記 建 築 構 造 材 を 良 好 に 組 み 合 わ せ 、 連 結 す る こ と が  
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で き 、 そ れ に よ っ て 、 そ れ ら 建 築 構 造 材 、 建 築 構 造 を 使 用 し た 建 築 物 を 好 適 に 実 現 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 建 築 物 に よ れ ば 、 利 用 者 が 適 時 周 囲 を 眺 望 し 、 休 憩 す る こ と が で き 、  
周 囲 環 境 と 適 合 す る と 共 に 、 利 用 者 の 精 神 衛 生 面 を 考 慮 し た 、 東 屋 、 日 陰 棚 （ パ ー ゴ ラ ）  
等 の 建 築 物 を 簡 単 に 構 築 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 と し て の 柱 部 材 及 び 梁 部 材 の 分 解 斜 視 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 柱 部 材 と 基 礎 と の 接 合 部 に お け る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 柱 部 材 と 梁 部 材 と の 接 合 部 に お け る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 柱 部 材 を 構 成 す る 補 強 芯 部 材 の 製 作 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 を 組 み 合 わ せ た 建 築 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 を 組 み 合 わ せ た 建 築 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 及 び 建 築 構 造 を 使 用 し た 建 築 物 の 斜 視 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 先 ず 、 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 に つ い て 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 と し て の 柱 部 材 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 中  
間 柱 部 材 １ １ ０ と 、 補 強 芯 部 材 １ ２ ０ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 間 柱 部 材 １ １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 正 方 形 断 面 を 呈 す る ４ 本 の 長 杆 状 部 材 １ １ １  
， １ １ １ ， １ １ １ ， １ １ １ か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら 長 杆 状 部 材 １ １ １ ， １ １ １ ， １ １ １ ， １  
１ １ を 、 十 字 状 断 面 を 呈 す る 間 隙 Ｓ １ １ を 保 持 さ せ て 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 補 強 芯 部 材 １ ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 十 字 状 断 面 を 呈 す る １ 本 の 短 杆 状 部 材 １ ２ １  
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 長 杆 状 部 材 １ １ １ は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 部 材 で あ っ て 、 例 え ば 、 縦 ４ ０ ｍ ｍ ×  
横 ４ ０ ｍ ｍ × 長 さ １ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ ， １ ， ５ ０ ０ ｍ ｍ ， ２ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ 等 の 寸 法 形 状 に 成 形  
し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 短 杆 状 部 材 １ ２ １ は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 部 材 で あ っ て 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う  
に 、 縦 ２ ８ ｍ ｍ × 横 １ ０ ２ ｍ ｍ × 長 さ １ ， ８ ０ ０ ｍ ｍ の 平 板 材 １ ２ ２ に お い て 、 そ の 一 端  
か ら 中 央 に 架 け て 、 幅 ２ ８ ｍ ｍ × 長 さ ９ ０ ０ ｍ ｍ の 相 欠 溝 １ ２ ２ ａ を 形 成 す る 。
そ し て 、 そ れ ら ２ 枚 の 平 板 材 １ ２ ２ を 、 相 欠 溝 １ ２ ２ ａ に お い て 相 欠 継 ぎ し 、 ビ ス 等 の 締  
結 部 材 に よ っ て 結 合 し 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 十 字 状 断 面 を 呈 す る １ 本 の 短 杆 状 部 材 １ ２ １  
を 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 柱 部 材 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 下 の 中 間 柱 部 材 １ １ ０ ， １ １ ０ の 連 結  
部 分 の 十 字 状 断 面 を 呈 す る 間 隙 Ｓ １ １ 内 に 、 十 字 状 断 面 を 呈 す る 補 強 芯 部 材 １ ２ ０ を 挿 入  
さ せ 、 ビ ス 等 の 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 し 、 連 結 し て 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 と し て の 梁 部 材 ２ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 連  
結 梁 部 材 ２ １ ０ と 、 中 間 梁 部 材 ２ ２ ０ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 長 方 形 断 面 を 呈 す る ２ 枚 の 平 板 状 部 材 ２ １ １  
， ２ １ １ と ， 長 方 形 断 面 を 呈 す る １ 枚 の 平 板 状 部 材 ２ １ ２ か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら 平 板 状 部  
材 ２ １ １ ， ２ １ １ ， ２ １ ２ を 、 所 定 間 隙 Ｓ ２ １ ， Ｓ ２ １ を 保 持 さ せ て 配 置 し た も の で あ る  
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 中 間 梁 部 材 ２ ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 長 方 形 断 面 を 呈 す る ２ 枚 の 平 板 状 部 材 ２ ２ １  
， ２ ２ １ か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら 平 板 状 部 材 ２ ２ １ ， ２ ２ １ を 、 所 定 間 隙 Ｓ ２ ２ を 保 持 さ せ  
て 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 平 板 状 部 材 ２ １ １ は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 部 材 で あ っ て 、 例 え ば 、 横 ４ ０ ｍ ｍ ×  
縦 １ ５ ０ ｍ ｍ × 長 さ ２ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ の 寸 法 形 状 に 形 成 し て あ る 。
又 、 平 板 状 部 材 ２ １ ２ は 、 例 え ば 、 横 ４ ０ ｍ ｍ × 縦 １ ５ ０ ｍ ｍ × 長 さ ２ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ の 寸  
法 形 状 に 形 成 し て あ る 。 さ ら に 、 中 央 部 の 長 さ １ ０ ８ ｍ ｍ 部 分 を 若 干 切 欠 し て 、 横 ３ ４ ｍ  
ｍ の 幅 狭 切 欠 部 ２ １ ２ ａ を 形 成 す る と 共 に 、 両 端 部 の 長 さ ３ ０ ０ ｍ ｍ 部 分 を 若 干 切 欠 し て  
、 横 ３ ４ ｍ ｍ の 幅 狭 切 欠 部 ２ １ ２ ｂ ， ２ １ ２ ｂ を 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 、 平 板 状 部 材 ２ ２ １ は 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 部 材 で あ っ て 、 例 え ば 、 横 ４ ０ ｍ ｍ × 縦 １  
５ ０ ｍ ｍ × 長 さ １ ， ６ ０ ０ ｍ ｍ の 寸 法 形 状 に 成 形 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ を 構 成 す る 平 板 状 部 材 ２ １ １ ，  
２ １ １ ， ２ １ ２ の 両 端 部 の 所 定 間 隙 Ｓ ２ １ ， Ｓ ２ １ に 、 中 間 梁 部 材 ２ ２ ０ を 構 成 す る 平 板  
状 部 材 ２ ２ １ ， ２ ２ １ の 一 端 部 を 挿 入 さ せ 、 ビ ス 等 の 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 し て 、 連 結 す  
れ ば 、 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ に 中 間 梁 部 材 ２ ２ ０ を 連 結 で き て 、 梁 部 材 ２ ０ ０ を 構 成 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ を 構 成 す る 平 板 状 部 材 ２ １ １ ，  
２ １ １ ， ２ １ ２ の 中 央 部 の 所 定 間 隙 Ｓ ２ １ ， Ｓ ２ １ に 、 中 間 柱 部 材 １ １ ０ を 構 成 す る 長 杆  
状 部 材 １ １ １ ， １ １ １ ， １ １ １ ， １ １ １ の 上 端 部 を 挿 通 さ せ 、 ビ ス 等 の 締 結 部 材 に よ っ て  
締 結 し て 、 連 結 す れ ば 、 中 間 柱 部 材 １ １ ０ に 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ を 連 結 で き 、 柱 部 材 １ ０ ０  
と 梁 部 材 ２ ０ ０ と を 連 結 で き て 、 柱 梁 接 合 構 造 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ を 構 成 す る 平 板 状 部 材 ２ １ １ ， ２ １ １ ，  
２ １ ２ の 中 央 部 に お い て 、 そ れ ら の 各 上 端 部 に 、 直 交 方 向 に 幅 ４ ０ ｍ ｍ × 深 さ １ ５ ｍ ｍ の  
嵌 合 溝 ２ １ １ ｃ ， ２ １ １ ｃ ， ２ １ ２ ｃ を 形 成 す る の が 好 ま し い 。
　 こ れ に よ っ て 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 下 に 直 交 す る 連 結 梁 部 材 ２ １ ０ ， ２ １ ０  
を 、 こ の 嵌 合 溝 ２ １ １ ｃ ， ２ １ １ ｃ ， ２ １ ２ ｃ に お い て 嵌 合 さ せ 、 位 置 ず れ な く 、 確 実 に  
連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 柱 部 材 １ ０ ０ を 基 礎 ３ ０ ０ に 設 置 す る 際 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 礎 ３ ０ ０  
に ボ ル ト 等 の 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 、 固 着 し た 設 置 部 材 ３ １ ０ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 設 置 部 材 ３ １ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 中 空 箱 体 状 を 呈 す る 台 座 体 ３ １ １ 上 に  
十 字 状 断 面 を 呈 す る 嵌 合 体 ３ １ ２ を 固 定 、 立 設 し た も の で あ っ て 、 嵌 合 体 ３ １ ２ の 外 側 に  
嵌 合 部 ３ １ ２ ａ ， ３ １ ２ ａ ， ３ １ ２ ａ ， ３ １ ２ ａ を 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 嵌 合 体 ３ １ ２ の 嵌 合 部 ３ １ ２ ａ ， ３ １ ２ ａ ， ３ １  
２ ａ ， ３ １ ２ ａ に 、 中 間 柱 部 材 １ １ ０ の ４ 本 の 長 杆 状 部 材 １ １ １ ， １ １ １ ， １ １ １ ， １ １  
１ の 下 端 部 を 挿 入 、 当 接 さ せ 、 ボ ル ト 、 ナ ッ ト 等 の 締 結 部 材 に よ っ て 締 結 、 固 定 す れ ば 、  
柱 部 材 １ ０ ０ を 基 礎 ３ ０ ０ に 立 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 と し て の 柱 部 材 １ ０ ０ と 梁 部 材 ２  
０ ０ と を 使 用 し 、 適 宜 敷 地 内 に 基 礎 ３ ０ ０ を 構 築 し 、 そ の 基 礎 ３ ０ ０ に 設 置 部 材 ３ １ ０ に  
よ っ て 多 数 の 柱 部 材 １ ０ ０ を 立 設 し 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 柱 部 材 １ ０ ０ と 梁 部 材  
２ ０ ０ と を 前 後 左 右 に 連 結 す れ ば 、 本 発 明 の 建 築 構 造 材 か ら 成 る 建 築 構 造 を 構 成 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 柱 部 材 １ ０ ０ ， １ ０ ０ 間 に 平 板 状 の 壁 パ  
ネ ル ４ ０ ０ を 連 結 、 設 置 し 、 さ ら に 、 梁 部 材 ２ ０ ０ 上 に 竹 集 成 材 か ら 成 る 垂 木 部 材 ５ ０ ０  
を 多 数 配 設 し 、 そ の 上 に 平 板 状 の 屋 根 材 ６ ０ ０ を 固 定 、 設 置 す れ ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、  
東 屋 、 日 陰 棚 （ パ ー ゴ ラ ） 等 と し て 使 用 で き る 建 築 物 ７ ０ ０ を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 壁 パ ネ ル ４ ０ ０ 、 屋 根 材 ６ ０ ０ は 、 従 来 の 構 造 用 合 板 を 使 用 し て も よ い が 、 竹 集 成  
材 か ら 成 る 平 板 部 材 を 使 用 す れ ば 、 よ り 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 に よ れ ば 、 大 き な 圧 縮 力 、 剪 断 力 が  
負 荷 さ れ る 長 杆 状 材 料 か ら 構 成 す る 柱 部 材 、 梁 部 材 等 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 を 提  
供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 又 、 本 発 明 の 建 築 構 造 に よ れ ば 、 上 記 建 築 構 造 材 を 良 好 に 組 み 合 わ せ 、 連 結 す る こ と が  
で き 、 そ れ に よ っ て 、 そ れ ら 建 築 構 造 材 、 建 築 構 造 を 使 用 し た 建 築 物 を 好 適 に 実 現 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 竹 集 成 材 か ら 成 る 建 築 構 造 材 及 び 建 築 構 造 に よ れ ば 、 比 較 的 広 い 屋 外  
空 間 に 限 ら ず 、 展 示 会 場 、 ス ポ ー ツ 施 設 等 の 屋 内 空 間 に お い て も 、 休 憩 施 設 、 簡 易 店 舗 等  
を 容 易 に 構 築 す る こ と が で き 、 使 用 後 は 、 容 易 に 解 体 、 撤 去 す る こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ０ ０   柱 部 材
１ １ ０   中 間 柱 部 材
１ １ １   長 杆 状 部 材
１ ２ ０   補 強 芯 部 材
１ ２ １   短 杆 状 部 材
２ ０ ０   梁 部 材
２ １ ０   連 結 梁 部 材
２ １ １ ， ２ １ ２   平 板 状 部 材
２ ２ ０   中 間 梁 部 材
２ ２ １   平 板 状 部 材
３ ０ ０   基 礎
４ ０ ０   壁 パ ネ ル
６ ０ ０   屋 根 材
７ ０ ０   建 築 物
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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